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＊共に一般会計のもの。市民1人当たりの金額は、各年度末日の人口総数で算出しています。

市民1人当たりの平成23年度決算 平成24年3月31日現在人口総数345,296人

歳出
●議会費
　市議会の運営など
に使うお金。

2,188円

●総務費
　文化・スポーツ振
興、交通安全対策、
戸籍事務、選挙事務
などに使うお金。

33,358円

●民生費
　障害者・高齢者・
児童の福祉や生活保
護などに使うお金。

107,267円

●衛生費
　健康増進、疾病の
予防、環境の保全、
ごみ処理などに使う
お金。

30,619円

●労働・農水・商工費
　就労者の支援、農
業の振興、商工業・
観光の振興などに使
うお金。

7,537円

●土木費
　道路の整備・補修、
土地区画整理、公園
などのまちづくりに
使うお金。

25,812円

●消防費
　消防・火災予防や
災害対策などに使う
お金。

11,922円

●教育費
　学校教育・社会教
育の充実、図書館な
どに使うお金。

33,834円

●公債費
　市債を返済するた
めに使うお金。

27,177円

●その他
　災害復旧費・諸支
出金・予備費など。

1,869円

市民1人当たりの平成23年度歳出額は281,583円

歳入
●市税
　市民の皆さん
が納める税金。
市民税・固定資
産税・都市計画
税など。
155,722円

●繰越金
　前年度決算で
余ったお金。前
年度剰余金がこ
れにあたる。

9,001円

●使用料及び手数料
　施設の使用料
や各種証明手数
料など。

4,669円

●国・県支出金
　国や県が、特
定の事業に使い
みちを決めて交
付するお金。

59,192円

●市債
　財源確保や世
代間負担の公平
性のため、国や
銀行などから借
り入れるお金。

22,011円

●その他
　諸収入、分担
金、負担金、財
産収入、寄付金、
繰入金など。

40,170円

市民1人当たりの平成23年度歳入額は290,765円

川越市の貯金（積立基金残高）と借金（市債残高）
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●市民1人当たりの貯金（基金）は約2万円です
　積立基金残高は、災害などによる突然の出費への
備えや、庁舎建設のように多額の費用が必要な事業
を行うためなどに積み立てた貯金の残高です。

●市民1人当たりの借金（市債）は約26万円です
　市債残高は、資源化センター建設・なぐわし公園
整備など、建設事業の財源を確保するなどのために
行った借金の残高です。
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平成23年度

決算

歳　入 歳　出 差引残高
一般会計＊1 1,003億9,985万5,376円 972億2,957万4,326円 31億7,028万1,050円
特別会計＊2 568億5,429万7,509円 545億8,619万653円 22億6,810万6,856円
総計 1,572億5,415万2,885円 1,518億1,576万4,979円 54億3,838万7,906円

　川越市の平成23年度一般会計決算額は、歳入が1,003億9,985万

5,376円、歳出が972億2,957万4,326円となりました。差し引き額の

31億7,028万1,050円は、次年度へ繰り越します。また平成22年度決算

と比較すると、歳入・歳出共に2.2％の増となりました。歳入は市税収入

額が増加したこと、歳出は、なぐわし公園の整備が進んだことが、主な増

加の原因です。

●資金不足比率（公営企業）
　平成23年度決算で農業集落排水事業特別会計・水道事業会計・公共下水道事業会計のいずれも、資金不足を
生じませんでした。公営企業の資金不足比率は、法律で定める経営健全化基準以上の場合、経営健全化計画を
策定することが義務付けられています。
＊健全化判断比率と資金不足比率の詳細は、市ホームページで見ることができます。

●健全化判断比率
　法律に基づき、川越市の健全化判断比率を公表します。いずれの指標も早期健全化基準未満になりました。
平成20年度決算から、早期健全化基準以上になった場合は財政健全化計画を、財政再生基準以上になった場合
は財政再生計画を策定することが義務付けられています。

川越市
法律に基づく基準

早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 なし 11.25％ 20.00％
連結実質赤字比率 なし 16.25％ 35.00％
実質公債費比率 8.3％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 78.5％ 350.0％

実�質赤字比率＝一般会計等の赤字の大きさ
連�結実質赤字比率＝市全体の赤字の大きさ
実�質公債費比率＝借入金など、その年の返済額の大きさ
将�来負担比率＝借入金の残高など、今後支払わなければ

ならない負債の大きさ

＊1　一般会計とは、地方公共団体の会計の中心で、行政運営の基本的な経費を計上している会計。
＊2　�特別会計とは、国民健康保険事業などの特定事業について、歳入歳出を一般会計と区分して別に処理するた

めの会計。ただし、上記数字には、上下水道事業分を含みません。

財政課L224－5618

●市の決算は黒字です
　一般会計決算の歳入歳出
差引額は約31億7,000万
円で、翌年度へ繰り越すべ
き財源約2,000万円を差
し引くと、約31億5,000
万円の黒字となりました。
また、今年度の黒字額か
ら前年度の黒字額約29億
3,000万円を差し引いた単
年度の収支は約2億2,000
万円の黒字となりました。

●歳入は前年度より約21億6,000
万円の増加
　歳入の根幹である市税収入は、総
額 で 約537億7,000万 円 で し た。
企業収益の増加等によって法人市民
税が増加したことなどから、前年度
より2.1% 増加となりました。市税
収入以外では、地方交付税が約4億
円増加。諸収入は約1億6,000万円
減少しましたが、歳入全体では前年
度 に 対 し2.2%、 約21億6,000万
円の増加となりました。

● 歳 出 は 前 年 度 よ り 約20億
9,000万円の増加
　 歳 出 は、
前年度に比
べ生活保護
費や子ども
手当などの民生費や、なぐわし公
園整備などの土木費が増加。小中
学校耐震化が整備計画のピークを
過ぎたため教育費が減少しました
が、前年度に対し2.2%、約20億
9,000万円の増加となりました。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始

市
民
税
課
L
2
2
4
‐
5
6
3
7

　

市
制
施
行
90
周
年
に
合
わ
せ
、
12

月
3
日
㈪
か
ら
原
動
機
付
自
転
車
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

市
民
税
課（
本
庁
舎
2
階
）で
交
付
し

ま
す
。
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
受

付
順
に
1
0
0
0
番
か
ら
交
付
し

ま
す
。
な
お
、番
号
は
選
べ
ま
せ
ん
。

対
象
車
種

●�

第
一
種
原
動
機
付
自
転
車（
排
気

量
50
㏄
以
下
）＝
白
色
ナ
ン
バ
ー

●�

第
二
種
原
動
機
付
自
転
車
乙（
排

気
量
50
㏄
超
90
㏄
以
下
）＝
黄
色

ナ
ン
バ
ー

●�

第
二
種
原
動
機
付
自
転
車
甲（
排

気
量
90
㏄
超
1
2
5
㏄
以
下
）＝

桃
色
ナ
ン
バ
ー

＊
小
型
特
殊
自
動
車（
緑
色
ナ
ン
バ

ー
）、
ミ
ニ
カ
ー
（
水
色
ナ
ン
バ
ー
）

は
対
象
外
で
す
。

新
規
登
録

　

12
月
3
日
以
降
に
新
規
登
録
す
る

場
合
は
、
現
行
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
ま
た
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

持
ち
物
…
販
売
証
明
書
・
印
鑑

＊
譲
り
受
け
の
場
合
の
持
ち
物
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
換

　

希
望
者
に
１
回
目
の
み
無
料
で
交

換
し
ま
す
。
破
損
・
紛
失
や
再
度
交

換
す
る
場
合
な
ど
は
、有
料（
2
0
0

円
）で
す
。

持�

ち
物
…
現
在
登
録
し
て
い
る
川
越

市
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
標
識

交
付
証
明
書
・
印
鑑

＊
自
賠
責
保
険
な
ど
の
変
更
手
続
き

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
な
ど
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

大
気
中
放
射
線
量
と
土
壌
中
放

射
性
物
質
検
査
の
定
点
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果

環
境
保
全
課
L
2
2
4
‐
5
8
9
4

　

市
で
は
定
期
的
に
放
射
線
量
な
ど
の
変

化
を
把
握
す
る
た
め
、
市
域
を
5
㎞
四
方

に
区
切
り
定
点
と
し
た
14
の
公
共
施
設
等

で
、
放
射
線
量
等
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

測
定
回
数
は
、
大
気
中
放
射
線
量
が
半
年

に
1
回
、
土
壌
中
放
射
性
物
質
が
1
年
に

1
回
で
す
。
今
回
は
大
気
中
放
射
線
量
と

土
壌
中
放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
を
報
告

し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
定
点
と
は
別
に
昨
年
度

1
0
0
0
以
上
の
公
共
施
設
等
で
、
1
万

地
点
以
上
の
大
気
中
放
射
線
量
を
詳
細
に

測
定
。
市
の
対
応
の
目
安
を
超
え
た
地
点

は
除
染
を
行
い
、
除
染
し
た
地
点
は
、
そ

の
後
も
継
続
的
に
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課（
本
庁
舎
5

階
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
測
定
・
採
取
日

　

8
月
23
日
・
24
日
。

●
測
定
・
土
壌
の
採
取
箇
所

　

公
共
施
設
等
14
地
点
で
測
定
、
採
取
。

●
測
定
機
器
・
方
法

大�

気
中
放
射
線
量
測
定
…
N
a
I
シ
ン

チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

T
C
S
‐
1
7
2
B
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

償
付
き
）に
よ
り
市
職
員
が
測
定

土�

壌
中
放
射
性
物
質
検
査
…
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
半
導
体
検
出
器
に
よ
る
委
託
測
定

●
結
果

①
大
気
中
の
放
射
線
量

　

前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
地
上
50
㎝
～

1
m
の
国
の
基
準（
市
の
対
応
の
目
安
と

同
じ
0
・
23
μ
Sv
／
h
）お
よ
び
地
上
5

㎝
の
市
の
対
応
の
目
安（
0
・
30
μ
Sv
／

h
）よ
り
も
低
く
、
問
題
な
い
値
で
し
た
。

②
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
検
査

　

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
体
の
平
均
値
は
前
回
よ
り
低
い
値
で
し

た
。

①大気中放射線量の測定結果     　　　　（単位＝μSv/h）

測定時期
地上5㎝ 地上50㎝

平均値 範囲 平均値 範囲

平成23年6月 0.08 0.06～0.10 0.07 0.07～0.09

平成23年8月 0.08 0.05～0.10 0.07 0.05～0.09

平成24年2月 0.07 0.05～0.09 0.07 0.05～0.09

平成24年8月 0.06 0.05～0.08 0.06 0.04～0.07

＊平成23年6月は7地点の測定結果です。

②土壌中放射性物質の測定結果 　　　　（単位＝ Bq/kg）

測定時期
ヨウ素131 セシウム合計

平均値 平均値 範囲

平成23年8月 不検出 83.2 30.2～128.4

平成24年8月 不検出 68.9 8.22～126.0

観
光
課
L
2
2
4
‐
5
9
4
0

　

10
月
か
ら
放
送
が
始
ま
っ
た
ア
ニ
メ
「
神
様
は
じ
め
ま

し
た
」
は
、
神
社
の
神
様
の
仕
事
を
任
さ
れ
て
し
ま
っ
た

主
人
公
の
女
子
高
生
が
、
妖よ

う

狐こ

な
ど
の
妖
怪
た
ち
と
繰
り

広
げ
る
物
語
。
主
人
公
が
通
う
高
校
や
通
学
路
な
ど
は
川

越
の
実
在
す
る
場
所

が
モ
デ
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。

放�

送
日
時
…
毎
週
月

曜
日
、
深
夜
2
時

5
分
～
（
テ
レ
ビ

東
京
）

川
越
を
舞
台
に
展
開
す
る
ア
ニ
メ

　
　「
神
様
は
じ
め
ま
し
た
」放
映
中
！

Ⓒ鈴木ジュリエッタ/白泉社・
神様はじめました製作委員会
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
は
？

　

自
転
車
駐
輪
場（
サ
イ
ク
ル
ポ

ー
ト
）を
複
数
設
置
し
、
ど
の
ポ

ー
ト
で
も
貸
し
出
し
・
返
却
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
社

会
実
験
期
間
中
は
、
24
時
間
い
つ

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
8
箇
所
の
ポ
ー
ト
に

そ
れ
ぞ
れ
6
～
14
台
の
自
転
車
ラ

ッ
ク
と
自
転
車
を
配
置
し
ま
す
。

各
ポ
ー
ト
間
の
移
動
は
30
分
以
内

が
基
本
で
す
。

ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

　

各
ポ
ー
ト
で
利
用
す
る
た
め
に

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
い

場
合
の
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
運

営
事
務
局
ま
た
は
地
図
内
2
箇
所

の
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
金
な
ど

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。利
用
期
間
中
は
、

基
本
料
金
だ
け
で
何
度
で
も
貸
し

出
し
・
返
却
が
可
能
で
す
。

利
用
期�

間
と
基
本
料
金

1
日
＝
2
0
0
円

1
か
月
＝
1
0
0
0
円

＊
各
ポ
ー
ト
間
の
利
用
時
間
は
30

分
以
内
で
す
。
30
分
を
超
え
た
場

合
は
、
30
分
ご
と
に
2
0
0
円

の
追
加
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

●
借
り
る
と
き

　

24
時
間
利
用
可
能
な
各
ポ
ー
ト

の
端
末
機
で
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に

従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
物

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

ラ
ッ
ク
か
ら
自
転
車
を
出
す
と
き

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
す
。

①�

端
末
機
で
登
録
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド（
Ｓ

ス

イ

カ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
・
Ｐ

パ

ス

モ

Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

な
ど
）を
ラ
ッ
ク
に
か
ざ
す

②
端
末
機
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

＊
専
用
I
C
カ
ー
ド
（
有
料
・

5
0
0
円
）も
あ
り
ま
す
。

●
返
す
と
き

　

ポ
ー
ト
の
ラ
ッ
ク
に
自
転
車
を

入
れ
る
だ
け
。
精
算
手
続
き
は
不

要
で
す
。
ラ
ッ
ク
が
い
っ
ぱ
い
で

も
、
端
末
機
を
操
作
し
て
返
却
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

利
用
上
の
注
意
点

◦
交
通
事
故
な
ど
の
責
任
は
負
い

か
ね
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
自
転
車
が
全
て
貸
し
出
し
中
の

場
合
な
ど
、
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◦
鍵
の
紛
失
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
運
営
事

務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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川
越
市
ま
ち
な
か
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

川
越
市
ま
ち
な
か
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験
）

借
り
る
・
返
却
、
ど
の
ポ
ー
ト
で
も
O
K　
　

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
の
移
動
に
便
利

川
越
市
ま
ち
な
か
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
運
営
事
務
局

L
0
5
0
‐
3
7
8
6
‐
5
9
5
9

都
市
交
通
政
策
課
L
2
2
4
‐
5
5
1
9

来
年
1
月
₃₁
日
㈭

ま
で
実
施
中
！

来
年
1
月
31
日
㈭

ま
で
実
施
中
！

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

お
よ
び
窓
口
位
置
図



11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

子
育
て
支
援
課
L
2
2
4
‐
5
8
2
1 

O
2
2
5
‐
5
2
1
8

児
童
虐
待
防
止
Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
児
童
虐
待
防
止

Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）。

●「
可
愛
く
思
え
な
い
」「
ひ
ど
い
こ
と
を

言
っ
て
し
ま
う
」「
叩
い
て
し
ま
う
」…
…
。

そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
保
護
者
の
方
。

●「
叩
か
れ
る
」「
家
を
追
い
出
さ
れ
る
」

「
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
」「
ご
飯
を
食

べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
」
…
…
。
そ
ん
な

悩
み
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
。

●「
も
し
か
し
た
ら
あ
の
子
虐
待
さ
れ
て

い
る
か
も
」
…
…
。
近
所
に
心
配
な
子
ど

も
が
い
る
時
。

専�

用
電
話
…
L
0
1
2
0
‐
2
8
3
‐

5
0
5
（
通
話
中
の
場
合
は
子
育
て
支

援
課
）

開�

設
日
時
…
月
～
金
曜
日
、
午
前
8
時
30

分
～
午
後
6
時
15
分（
祝
・
休
日
、
年

末
年
始
除
く
）

＊

O
0
1
2
0
‐
2
8
3
‐
5
6
5
で

も
相
談
で
き
ま
す
（
即
日
対
応
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

＊
開
設
日
時
以
外
は
「
休
日
夜
間
児
童
虐

待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
」
L
0
4
8
‐
7
7
9

‐
1
1
5
4
（
虐
待
通
報
の
み
）に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談
窓
口

●
家
庭
児
童
相
談
室

　

L
2
2
4
‐
5
8
2
1
（
平
日
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
）。

●
土
日
子
育
て
電
話
相
談
室「
や
ま
ぶ
き
」

　

L
2
3
4
‐
3
1
6
6（
土
・
日
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）。

平
成
24
年
度
子
育
て
講
演
会

「
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
子
育
て
」

　

不
登
校
の
子
ど
も
と
親
の
相
談
に
20
年

以
上
関
わ
っ
て
い
る
、
神
戸
大
学
名
誉
教

授
・
広ひ

ろ

木き

克か
つ

行ゆ
き

さ
ん
の
子
育
て
講
演
会
。

１
歳
～
未
就
学
児
の
託
児
あ
り
（
12
月
26

日
㈬
ま
で
に
要
予
約
）。
手
話
通
訳
あ
り
。

日�

時
…
来
年
1
月
19
日
㈯
、
午
後
0
時
30

分
～
2
時
30
分

会
場
…
市
民
会
館

定
員
…
先
着
2
0
0
人

申�

し
込
み
…
11
月
19
日
㈪
か
ら
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
で
同
課

（
仮
称
）地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
を
検
討
し
て
い
ま
す

都
市
計
画
課
L
2
2
4
‐
5
9
4
5

　

市
で
は
、
都
市
計
画
審
議
会
か
ら
の
提

言
を
受
け
て
、（
仮
称
）川
越
市
地
域
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
の
策
定
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
同
条
例
は
、
地
域
住

民
が
自
主
的
・
自
立
的
に
行
う
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
団
体
を
組
織

し
、
運
営
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
手
続

き
や
支
援
な
ど
を
定
め
る
予
定
で
す
。

　

同
審
議
会
の
提
言
に
つ
い
て
は
都
市
計

画
課（
本
庁
舎
5
階
）・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
都
市
計

画
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

税
金
は
口
座
振
替
が
便
利
！

収
税
課
L
2
2
4
‐
5
6
8
6

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
通
帳
・
印

鑑
を
持
参
し
て
金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。収
税
課（
本
庁
舎
2
階
）・

出
張
所
で
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
市
税
等
納
期
限
の
お
知
ら
せ
」

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま

す
。
納
期
限
の
約
１
週
間
前
に
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
の
で
、
市
税
等
の
納
め
忘
れ
を

防
い
だ
り
、
口
座
残
高
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
す
る
の
に
便
利
で
す
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
モ
バ

イ
ル
サ
イ
ト
か
ら
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
今
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税（
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
し
て

あ
る
も
の
の
み
）も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
納
期
限
は
、
11
月
30
日
㈮

固
定
資
産
税（
第
3
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
5
期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
5
期
）

医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
5
期
）

介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

緑
の
カ
ー
テ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

環
境
政
策
課
L
2
2
4
‐
5
8
6
6

　

今
年
の
夏
か
ら
始
ま
っ
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
・
コ
ン

テ
ス
ト
」。
一
般
家
庭
部
門
・
事
業
所
部
門
合
わ
せ
て

43
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

福ふ
く

島し
ま

喜き

代よ

江え

さ
ん
（
大
塚
二
丁
目
）・
ふ
だ
ん
着
屋（
府

川
）が
市
長
賞
、
井い

口ぐ
ち

吉き
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
（
天
沼
新
田
）・
坂さ

か

井い

由ゆ

美み

子こ

さ
ん（
並
木
）・
㈱
山
岸
造
園（
久
下
戸
）・
川

越
ベ
ジ
フ
ル
㈱（
大
袋
）が
入
賞
、
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
川

越
東
洋
大
前
店（
天
沼
新
田
）が
特
別
賞
を
受
賞
。
10
月

22
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受賞した皆さん受賞した皆さん
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

教育総務課L224－6074市の育英資金
区分 貸付金

学資金
（月額）

高等学校
中等教育学校
（後期課程に限る）
専修学校

国公立 13,000円

私立 20,000円

高等専門学校 16,000円
大学（短期大学含む） 30,000円

入学

準備金

高等学校

中等教育学校
（後期課程に限る）
専修学校

国公立 150,000円

私立 280,000円

高等専門学校 160,000円
大学（短期大学含む） 360,000円

　来年4月から、高校・中等教育学校（後期課程に限る）・高等専
門学校・大学・専修学校などに進学または在学する方で、経済的
に教育費などの支出が困難な方に、無利子でお貸しします。
学資金と入学準備金
対�象（次の要件をすべて満たす方）…①市内に引き続き6か月以

上在住している②経済的理由で学資金や入学準備金の支出が困
難である③学業成績が良好である
償還期間…貸付期間の2倍（据え置き期間＝卒業後6か月）
提�出書類…①借入申請書②校長の推薦書③成績証明書④健康診断

書⑤住民票（家族全員のもの）⑥合格通知書の写し⑦保護者全員
の平成24年分の源泉徴収票または確定申告控えの写し

＊①②の用紙は、教育総務課（東庁舎2階）にあります（市ホーム
ページからもダウンロードできます）。⑥は申込期間後の提出も
可能です。
申し込み…来年2月1日㈮～3月1日㈮に教育総務課

区分 貸付金

修学資金
（月額）

高等学校
専修学校（高等）

公立 18,000円
私立 30,000円

短大
専門学校（専門）

公立 45,000円
私立 53,000円

大学
公立 45,000円
私立 54,000円

専修学校（一般） 31,000円

就学支度

資金

小学校 39,500円
中学校 46,100円
高等学校
専修学校（高等）

公立 150,000円
私立 410,000円

大学・短大
専修学校（専門）

公立 370,000円
私立 580,000円

専修学校（一般）・修業施設（中卒） 150,000円
修業施設（高卒） 90,000円

子育て支援課L224－5821ひとり親家庭のために
　母子・父子家庭を対象に、授業料の一部と入学準備金を無利子
でお貸しします。
修学資金と就学支度資金
対象…母子家庭の母、父子家庭の父
償�還期間…修学資金＝貸付期間の2～3倍▶就学支度資金＝5年

以内（据え置き期間＝両資金共に、卒業後6か月）
提�出書類…①貸付申請書②全部事項証明書（戸籍謄本）③所得証明

書（申請者・保証人）④合格通知書の写し⑤借用書⑥印鑑証明書
（⑤⑥は貸し付け決定後に提出）

＊①の用紙は、子育て支援課（本庁舎2階）にあります。
申�し込み…修学資金は随時、就学支度資金は来年3月末日までに、

子育て支援課
＊貸し付けを受けるには、母子自立支援員による事前相談が必要
です。小中学校の就学支度資金は所得税非課税世帯に限ります。
＊ひとり親家庭に係る他の貸付制度については、お問い合わせく
ださい。
＊父子家庭への貸し付けは、予算枠に達した時点で終了。

＊貸付決定にあたっては審査があります。申請された
方全員に貸し付けが決定されるとは限りません。

〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●11月25日㈰まで仙波東照宮の特別公開を実施中　小江戸川越観光協会L227－8233
　�5年ぶりの特別公開。午前10時～午後4時。拝観料は300円（中学生以下無料）。シルバーガイドが案内します。
●看護の資格を持ち、現在仕事に就いていない方の復職を支援しています　保健医療推進課L224－5832
　�詳しくは県医療整備課L048－830－3543または市ホームページで確認してください。
●�空き店舗情報を募集します　商工振興課L224－5934
　�市内商店街などの活性化を図るため「川越市商店街等空き店舗情報登録制度」を実施しています。詳しくはお尋ねください。

来春、中学校に入学する児童を養育しているひとり親家庭の方へ
　入学準備に必要な費用の一部が、就学支度金とし
て県から助成されます。該当する方は申請してくだ
さい。
　申請書の提出期限後、来年3月31日㈰までに離
婚や県外からの転入等で新たに支給事由が発生した
場合は、来年4月1日㈪まで受け付けます。

対�象…母子・父子家庭、または父母のいない児童を
養育している方で、市民税非課税世帯の方（生活
保護受給世帯を除く）
支給額…児童1人につき10,000円
申�請方法…12月28日㈮までに、申請者名義の普通
預金口座の通帳を持参し、子育て支援課


